
Kぃ  2/や/lt2

瞬
燿
健

「岩
国
移
駐
」
影
響
も

財

８
日
午
後
２
時
ご
ろ
、
大
和
市
上
草
柳
の
米
海
軍
厚
木
基
地
の
滑
走
路
前
の
県
道
に
、
着
陸

体
勢
に
入

っ
て
い
た
電
子
戦
機
Ｅ
Ａ
６
Ｂ
プ
ラ
ウ
ラ
ー
か
ら
機
体
の

一
部
が
落
下
し
た
。
複
数

の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
部
品
が
飛
散
し
、
う
ち

一
つ
が
県
道
を
走
行
中
の
乗
用
車
に
当
た

っ
た
。

乗
用
車
を
運
転
し
て
い
た
男
性
会
社
員
（
５９
）＝
同
市
＝
ら
に
け
が
は
な
か

っ
た
。
部
品
は
最
大

で
２
１
８
考

×
１
０
７
考
の
大
き
さ
で
、
基
地
フ

ェ
ン
ス
外
で
は
路
上
な
ど
で
６
個
が
回
収
さ

れ
た
。
米
軍
が
事
故
原
因
を
調
べ
て
い
る
が
、
鳥
と
衝
突
し
た
と
い
う
見
方
も
出
て
い
る
。

（
県
央
総
局
）
＝
関
連
記
事
２３
面
に

大
和
署
や
米
軍
な
ど
に
よ
る

と
、
衝
突
で
乗
用
車
の
屋
根
が
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か
ら
帰
還
中
、
厚
木
基
地
付

近
で
左
の
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン

と
排
気
管
の
カ
バ
ー
の
パ
ネ
ル

２
枚
が
何
ら
か
の
原
因
で
外

れ
、
そ
の
ま
ま
着
陸
し
た
。
部

品
は
フ
ェ
ン
ス
そ
ば
や
路
上
な

ど
１
０
０
肝
ほ
ど
に
わ
た
っ
て

散
乱
。
県
道
は
一
時
、
通
行
止

め
に
な
っ
た
。

事
故
当
時
、
現
場
近
く
に
は

部
品
落
下
事
故
を
起
こ
し
た

と
み
ら
れ
る
米
軍
機
＝
８
日

午
後
２
時
ご
ろ
、
厚
木
基
地

近
く
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基地近 く

軍
用
機
を
撮
影
す
る
た
め
に
大

勢
の
航
空
機
フ
ァ
ン
が
い
た
。

あ
る
男
性
（３６
）は

「鳥
が
た
く

さ
ん
飛
ん
で
い
る
中
を
プ
ラ
ウ

ラ
ー
が
下
り
て
い
っ
た
。
バ
ー

ン
と
い
う
音
が
し
て
多
く
の
破

片
が
広
が
っ
た
。
基
地
の
中
に

７
割
、
外
に
３
割
く
ら
い
落
ち

た
と
思
う
」
と
話
し
た
。

米
海
軍
は

「事
故
原
因
を
徹

底
し
て
調
査
し
、
再
発
防
止
に

努
め
る
。
厚
木
基
地
周
辺
の
住

民
に
迷
惑
を
か
け
、
大
変
遺
憾

に
思
う
」
な
ど
と
す
る
コ
メ
ン

ト
を
書
面
で
出
し
た
。
プ
ラ
ウ

ラ
ー
は
老
朽
化
な
ど
を
理
由

に
、
今
年
春
に
後
継
機
の
Ｅ
Ａ

‐８
Ｇ
グ
ラ
ウ
ラ
ー
に
交
代
予
定

と
い
う
。

事
故
現
場
は
基
地
北
側
の
県

道
横
浜
厚
木
線
（厚
本
街
道
）。

道
路
に
沿
っ
て
相
鉄
本
線
が
通

る
。

◇

艦
載
機
部
隊
に
つ
い
て
日
米

両
政
府
は
、
２
０
１
４
年
度
ま

で
に
山
口
県
岩
国
市
の
米
海
兵

隊
岩
国
基
地
へ
移
駐
す
る
こ
と

で
合
意
。
し
か
し
、
事
故
の
影

響
を
指

摘
す
る
声
も
出

て
い

る
。
移
駐
に
反
対
す
る
田
村
順

玄
岩
国
市
議
（
６６
）
は

「
神
奈
川

・

で
起
き
た
こ
と
は
岩
国
で
も
起

き
る
。
移
駐
は
負
担
の
た
ら
い

回
し
。
艦
載
機
は
早
く
ア
メ
リ

カ
に
持

っ
て
帰

っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
た
。


